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半導体関連株 押し目買いの好機 

  

半導体受託生産の世界最大手、台湾積体電路製造（TSMC）が 4～6 月の売上高見通しを 78 億～79 億

ドルとしたことで米国株市場では半導体株が総崩れとなった。フィラデルフィア半導体株指数（SOX）

は 4％超の下落となった。スマートフォン向け半導体が落ち込む見通しだが、2018 年 12 月期通年の

売上高見通しは前期比 10％増。従来の「10～15％増」から引き下げたとは言えそれほど大きな下方

修正ではない。通年の売り上げまではまだ見通せないということだろう。 

 

この流れから今日の東京市場でも半導体関連銘柄が軒並み売られている。東京エレクのような装置メ

ーカーから SUMCO、信越化学のような素材、TDK やアルプスといった電子部品まで大きな下げとなっ

ている。ただし、日経平均は 114 円安まであったが下げ幅を縮め、一時前日比プラスに転じた。昨日

まで 5連騰していたことを考えれば、かなり底堅い動きだ。為替が 107 円台後半まで円安に振れてい

ることも大きな支援材料だろう。昨日の米国市場では 10 年債利回りが 2.9％台に上昇した。ずっと

懸念されてきた米債イールドカーブのフラット化にも歯止めがかかり、2 年 10 年のスプレッドも拡

大している。昨日のフィラデルフィア連銀景況感指数が市場予想を上回ったことを受けて「良い金利

上昇」となった。さすがにドル円も反応する。 

 

昨日の「広木隆の Market Talk」でも質問が多かった半導体関連だが、僕は非常に有望なセクターだ

という見通しを変えていない。この先も好業績と株価の上昇が期待できる。今は、「前の相場でやり

過ぎた反動」で冴えないだけだ。あまりにもスマホの売れ行きに一喜一憂し過ぎるが、昨日の村田製

作所のニュースのように、各社はスマホ需要の先を見ている。 

 

今日の半導体株の下げの中で群を抜いて大きく売られているのが SCREEN ホールディングスだが、押

し目買いの好機と見る。先日の日経新聞に、同社の垣内永次社長のインタビューが掲載された。印象

的な言葉を引用しよう。 

 

「投資家には『しばらく高原状態が続く』と言っていたが、最近は『高原状態の上にもう一段山が見

える』と説明している。」 

「IoT、仮想通貨の採掘（マイニング）、人工知能（AI）、自動運転支援システムを含め、新しい技術
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のところにチップの用途が横に広がり、それぞれの領域で量が増えるという相乗効果が起きている。

半導体の需要は間違いなく右肩上がりで上がっていく。」 

「当社では主力の事業はほとんど円建てのビジネスなので、海外の売上比率が 8割と高い割に為替の

感応度は低い。」 

 

業績は絶好調で円高も怖くない。先行き半導体需要は「間違いなく右肩上がり」だ。SCREEN の株価

は 25日線が 75日線を上から下に抜けるデッドクロスとなっている。チャートの形は悪いが 200 日線

割れで短期的に底値感もある。良い拾い場のように思う。 

 

 

 

 

 

ＳＣＲＥＥＮホールディングス（7735）日足チャート

出所：マネックス証券投資情報サイトより

25日移動平均

75日移動平均

200日移動平均
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ご留意いただきたい事項 

当社は、本書の内容につき、その正確性や完全性について意見を表明し、また保証するものではございません。

記載した情報、予想及び判断は有価証券の購入、売却、デリバティブ取引、その他の取引を推奨し、勧誘するも

のではございません。過去の実績や予想・意見は、将来の結果を保証するものではございません。 

提供する情報等は作成時現在のものであり、今後予告なしに変更又は削除されることがございます。当社は本書

の内容に依拠してお客様が取った行動の結果に対し責任を負うものではございません。投資にかかる最終決定

は、お客様ご自身の判断と責任でなさるようお願いいたします。本書の内容に関する一切の権利は当社にありま

すので、当社の事前の書面による了解なしに転用・複製・配布することはできません。内容に関するご質問・ご照

会等にはお応え致しかねますので、あらかじめご容赦ください。 
 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

マネックス証券株式会社 金融商品取引業者 関東財務局長（金商）第165号 

加入協会：日本証券業協会、一般社団法人 金融先物取引業協会、一般社団法人 日本投資顧問業協会 

 

利益相反に関する開示事項 

マネックス証券株式会社は、契約に基づき、オリジナルレポートの提供を継続的に行うことに対する対価を契約先

金融機関より包括的に得ておりますが、本レポートに対して個別に対価を得ているものではありません。レポート対

象企業の選定はマネックス証券が独自の判断に基づき行っているものであり、契約先証券会社を含む第三者から

の指定は一切受けておりません。レポート執筆者、並びにマネックス証券と本レポートの対象会社との間には、利

益相反の関係はありません。 

出所：マネックス証券投資情報サイト 
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